
感染防止安全計画 

１.開催概要  

（※）大声の定義を「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発するこ

と」とし、これを積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントは

「大声あり」に該当するものとする。 
（注）収容率（上限）において、③を選択した場合は、「大声あり」と「大声なし」のエリ

アの区分ごとの収容定員・参加人数を記載すること。

イベント名 山陰近畿自動車道岩美道路開通プレイベント 

https://www.pref.tottori.lg.jp/item/1311515.htm#itemid1311515 

出演者・ 

チーム等 
一般参加者ほか 

開催日時 令和５年３月５日（日）（９時 00 分 ～ 16 時 00 分） 

開催会場 岩美道路浦富 IC～東浜 IC 間（道路上） 

会場所在地 岩美町 

主催者 
山陰近畿自動車道「岩美道路」開通プレイベント実行委員会 

（事務局：鳥取県 鳥取県土整備事務所、岩美町） 

 
所在地 鳥取市立川町６－176 

連絡先 電話 20-3614、メールアドレス tottori_kendoseibi@pref.tottori.lg.jp 

収容率 

（上限） 

いずれかを選

択 

大声なしで開催 

□  
①収容定員あり 

100% 
□ 

②収容定員なし 

人と人が触れ合わない程度の間隔 

「大声あり」、「大声なし」のエリアを明確に区分して開催 

□ 

③収容定員あり 

大声なしのエリア:100% 

大声ありのエリア:50% 

□ 

④収容定員なし 

大声なしのエリア: 

人と人が触れ合わない程度の間隔 

大声ありのエリア: 

十分な人と人との間隔(最低１ｍ) 

収容定員  ― 

参加人数     約 2,000 人（注） 

対象者全員

検査の実施 
□ 緊急事態措置区域：人数上限 10,000 人を収容定員まで緩和 

その他 

特記事項 

サイクリング 200 人＋ウォーキング 1,000 人＋当日一般参加約 800 人想定 

スタッフ約 40 人 



２.具体的な対策  

１．イベント参加者の感染対策 

（１）感染経路に応じた感染対策 

①飛沫感染対策 

＜チェック項目＞ 

 適切なマスク（不織布マスクを推奨｡以下同じ｡）の正しい着用の周知・

徹底 

 イベント会場（客席、入退場口やトイレ等の共用部）におけるイベント

参加者間の適切な距離の確保 

（「大声あり」、「大声なし」のエリアを区分して開催する場合、上記対策に加え

て、） 

 大声なしエリア・大声ありエリアの明確な区分があり、それぞれにおけ

る、イベント参加者間の適切な距離の確保 

 大声なしエリアにおける、大声を防止するための対策の実施 

＜具体的な対策＞ 

 イベント参加者に、マスクの着用及びイベント中の大声での会話を

控える等の注意事項をメール送付等により周知 

 会場受付においてマスク着用の確認 

 サイクリング、ウォーキングスタート前に感染症対策に係る注意事

項についてアナウンス 

 

②エアロゾル感染対策 

＜チェック項目＞ 

 機械換気による常時換気又は窓開け換気（30分に 1回 5分程度） 

 必要な換気量（一人当たり換気量 30 ㎥/時を目安）を確保するため、

二酸化炭素濃度を概ね 1,000ppm 以下を目安（二酸化炭素濃度測定器の

活用が効果的） 

 機械換気が設置されていない場合の窓開け換気は、可能な範囲で２方

向の窓開け 

 機械換気、窓開け換気ともに、相対湿度の目安は 40-70% 

 屋外開催は除く 



 適切なマスクの正しい着用の周知・徹底【①と同様】 

 イベント会場(客席、入退場口やトイレ等の共用部）におけるイベント参

加者間の適切な距離の確保【①と同様】 

＜具体的な対策＞ 

 マスクの着用及び距離の確保については、①飛沫感染対策と同様 

 

③接触感染対策 

＜チェック項目＞ 

 イベント参加者によるこまめな手洗・手指消毒の徹底や、主催者側によ

るイベント会場（客席、入退場口やトイレ等の共用部）の消毒の実施 

 イベント会場（客席、入退場口やトイレ等の共用部）におけるイベント

参加者間の適切な距離の確保【①と同様】 

 

＜具体的な対策＞ 

 イベント参加者に、イベント会場受付にて検温、手指消毒お願いす

る旨をメール送付等により周知 

 イベント会場受付においてサーマルカメラによる検温及び手指消

毒を実施 

 

（２）その他の感染対策 

④飲食時の感染対策 

＜チェック項目＞ 

 上記（１）感染経路に応じた感染対策と併せて、飲食時の感染対策（食

事中以外のマスク着用、飲食に伴いマスクを外す際の会話自粛等）の徹

底の周知 

※「飲食店における事業継続のための新型コロナウイルス感染拡大予防

対策例」を参考に対策を行うこと。 

＜具体的な対策＞ 

 飲食ブース付近で飲食時の感染対策を呼びかけ 

 飲食ブース以外での飲食を控えるよう呼びかけ 

 



⑤イベント前の感染対策 

＜チェック項目＞ 

 発熱等の症状がある者のイベント参加の自粛の呼びかけ 
 

＜具体的な対策＞ 

 イベント参加者に、体調がすぐれない場合は来場を控えてもらう旨

をメール送付等により周知 

 

⑥感染拡大防止策 

＜チェック項目＞ 

 イベントで感染者が発生した際の参加者への注意喚起 

 

＜具体的な対策＞ 

 イベント参加者は事前に Google フォームでのウェブ登録または参

加表により住所及び氏名を把握済。 

 当日参加者については、ホームページ、SNS 等で広く注意喚起する。 

 

２．出演者やスタッフの感染対策 

⑦出演者やスタッフの感染対策 

＜チェック項目＞ 

 出演者やスタッフによる、練習時・本番等における上記（１）感染経路

に応じた感染対策に加え、健康管理や必要に応じた検査等の実施 

 舞台と客席との適切な距離の確保など、出演者やスタッフから参加者に

感染させないための対策の実施 

＜具体的な対策＞ 

 傘踊り及び麒麟獅子の演舞の際は、観客との適切な距離を確保 


